
はじめに

本学において 2001年度より「海外社会実習」がカリキュラ
ムに採用され，同年，カリキュラム施行後初の海外社会実習を
フランスにおいて実施することとなった。当時，参加者は 2名
であり，また期間は 2004年度のフランス社会実習よりも 1週
間長く，7月末から 8月にかけての約 25日間であった。僅か 2

名の参加者のために，フライト，交通機関やホテルの予約，ト
ラベラーズチェックの手配をはじめとして，研修校や寮との連
絡業務，また事前研修など，準備段階から相当な時間を費やし，
その上出発から帰国まで担当教員が付き添うことに関しては，
担当者自身，疑問に思うこともなくはなかったが，第一回目と
いうこともあり，当時の国際交流センター長，また大学による
決定の下，ゴーサインが出された。
当時，参加者は，いずれも本学のフランス語科目の受講者で

あり，一人は 2年生，他は 3年生であった。両学生とも，受講
期間ほとんど欠席もなく，極めて真摯にフランス語に取り組み，
試験成績もよく非常に優秀な学生であった。そういうこともあ
り，現地においても，少しはフランス語を理解し，コミュニケ
ーションのツールとして用いることは可能ではないかと，出発
前，期待とともに考えていた。その上，出発前の期間，フラン
ス語研修を 1.5時間ずつ，週 2，3度実施し，あいさつやお金の
やり取りの際に必要となる数字など，絶対的に必要と思われる
会話表現の表現習得に相当力を入れて学習したこともあり，な
おのことそのような期待感が強かったことは否めない。しかし，
現地では全く予想に反して，フランス語が必要となる場面，例
えば，何か尋ねられ Trois, s’il vous pla ı̂t.「3つお願いします」
程度の表現ですら，まるで口が凍りついたかのように動かない
様子を目の当たりにして，非常な衝撃を受け，担当教員として
は茫然自失の体であったといってよく，その時々の光景は今で
も忘れることはできない。本学の「海外社会実習」が語学学習
のみを目的とするものでないにせよ，ことばの理解を不問とし
て「海外実習」を実施するなら，「海外実習」とは何かという
ことを改めて考えざるを得ず，この体験に思いを馳せるたびに，
このような短期の語学学習と現地の生活体験の意味，またそれ
がどのような形で学生にフィードバックされるものであるか，
大学での授業のあり方の検討も含め，その後関心を持ち続ける
こととなった。
海外で生活すれば，自動的かつ無意識的に言語学習が可能と

なると捉える傾向が相変わらず強いが，勿論必ずしもそうでは
なく，滞在の仕方，現地での学習のありようによっては，学習
者の間には天と地ほどの違いが生ずることは一般に広く知られ
ている。すなわち｢単につかっているだけではまったく修得で
きない｣1）ことは余りにも明らかである。しかも，同国人と多
く行動を共にし，現地人とのコミュニケーションにはごく少数
の限られた表現を繰り返し用いて生活するといったパターン
は，海外で生活する日本人をはじめとするアジア人には従来よ
く見られた現象であり，語学的にも文化理解の面においても海

外体験がそのような閉ざされた体験に収斂してしまうのはいか
にも残念ではあるが，外国語習得に血なまことならずとも，現
地での生活は可能なのである。そのようなケースが勿論全てで
はないが，多く見られる例であることは事実である。
どのような形の滞在また学習経験が望ましいか，そのことを

念頭におきつつ，今回（2004年実施）の参加者のフランス語の
学力を出発前，帰国後，二度にわたって調査した。被験者の人数
が少なく，そこから有効な結果が得られるかどうか若干不安に思
わないわけではないが，本学の語学科目，また海外実習の意義ま
たそのありようについて考える機会となるよう願いつつ，あえて
取り組む次第である。また，昨年より FD研究活動が本学におい
て推進されているが，このささやかな報告を FD研究の一環とし
て理解していただきたいとの意図ももっている。
まず，参加者の学習歴とテスト結果の相関関係を確認してお

きたい。

1．研修参加者のフランス語学習歴

2004年は，18名の参加希望者があったが，その中から，フ
ランス語を本学において何らかの形で学んでおり，帰国後もフ
ランス語を学習するということを条件として選考を行い，8名
の参加者を決定した。その 8名を A～ H，として，フランス
語学習暦からまず明らかにしたい。

Ａ：本学における学習歴：約 135時間学習，12単位取得（但
し，ここ一年半は本学における学習経験はなし）

Ｂ：本学における学習歴：約 135時間学習，12単位取得（但
し，ここ一年半は本学における学習経験はなし）

Ｃ：本学における学習歴：約 60時間，4単位取得
Ｄ：本学における学習歴： 22.5時間
Ｅ：本学における学習歴： 22.5時間
Ｆ：本学における学習歴： 20時間
Ｇ：本学における学習歴： 10時間
Ｈ：本学における学習歴： 10時間

以上である。本学の授業以外には参加者のフランス語学習経
験は皆無であり，本学の授業のみが参加者にとっての学習歴で
あるが，その学習歴には相当な開きがあることが分かる。まず，
この学習暦と，出発前に行ったテストの相関関係の確認から始
めたい。正答率は以下の図表に示す通りである。

聞き取り正答数/ 
問題数 氏名 

A 40/46 87.0% 8/10 80% 85.7% 
B 36/46 78.3% 10/10 100% 82.1% 
C 34/46 73.9% 5/10 50% 69.6% 
D 38/46 82.6% 4/10 40% 75.0% 
E 39/46 84.5% 10/10 100% 87.5% 
F 31/46 67.4% 4/10 40% 62.5% 
G 28/46 60.9% 5/10 50% 58.9% 
H 21/46 45.7% 4/10 40% 44.6% 

全体正答率 会話文正答数/ 
問題数 

会話文正答率 聞き取り正答率 
正答率 
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以下は上記を受講時間数との関連においてグラフ化したもので
ある。受講時間は，時間数により，また，テスト結果は，満点
を 100として％で表示した。

参加者別の学習時間とテスト正解率

被験者 A～ Hまでの得点率，正答率と学習時間をグラフで
示すと，完全にとは行かないが，学習時間数をかなり忠実に反
映していることがわかる。しかも，A，B，Eは，本学のフラ
ンス語科目の定期試験においても優秀な成績をとっており，そ
れともほぼ一致した結果となっているが，A，Bが，学習時間
ならびに本学の中間・期末試験の非常に優秀な成績に反して，
全体正答率が，Eより劣るのは一年半近いブランクがフランス
語学習にあったからと想像される。また，テスト問題は本学の
一年次において使用している教科書をベースに作成したもので
あり，その意味では，Eは現役であり，A，Bは学習後，ブラ
ンクのある卒業生に喩えることができる。全体的に見ると，
「聞きとり」に関しては，そのブランクの影響が，「会話文」よ
り大きく作用するようである。なお，学習時間が短時間のわり
には Eが突出して正答率が高いのは本人の資質が影響してい
ると考えざるを得ない。
テスト問題は Un peu de français（第 1版）を利用した。一

例を示しておきたい。
被験者は，以下の 1.～ 8.を聴き，「私は星を見るのが好きで

す」に相当するフランス語文を選択するよう指示されている。
勿論，1.～ 8.のフランス語文自体は問題には収録されていない。

1. J’aime regarder la télévision.

2. J’aime chanter.

3. J’aime aller à la mer.

（ 4.～ 7.は省略 ）
8. J’aime regarder les étoiles.

被験者は，テープを聴きながらそれに相当するフランス語と
思われる文番号にチェックをいれる。テープは一度だけ聴くこ
ととし，回答に関しては，○，また訂正には◎を用いるよう指
示した。また，TOEICテストなどでも，そうであるが，たと
えはっきり分からなくとも，とに角それに近いと思われる回答
を必ず選ぶように注意した。
テストは聴解力の確認と会話文型の理解度の確認に重点をお

いたものであるが，実際には試験問題の性質上，欠点として，
フランス語文型の根本的な理解を試すという点については，や
や弱点があることは正直に認めざるを得ない。例えば，上記の
例についてもそうだが，「私はこの機械を使ってもよいですか」
の場合，Est-ce que je peux ......?は共通であり，被験者はそれ
自体の意味がたとえ分からなくとも，対項としての aller à la mer，
chanter，venir，aller au concert，entrer，fumer，utiliser

cette machine， utiliser votre voiture，これらのパラダイムか
ら対応する部分を聞き分ければよいわけである。それは必ずし
も正確な意味が分からなくとも他との異なりが分かればよいと

いうことでもあり，曖昧な感じがすることは否めないが，語の
関係性は言語の本質であり，テスト問題としては，致命的な問
題点とはならないものと考えている。少なくとも，最も重要な
点である，出発前／帰国後の比較をする上においては障壁とは
ならないと判断した。
テスト問題はすでに言及したように Un peu de françaisを利

用して作成したが，語彙的に見ると，98％はマトレ教授が，
『初級仏仏辞書』において見出し語として取り上げた des mots

réduits 2）「厳選された」usuel 3）「よく用いられる」5000語の一
部であり，日常性の非常に高い語のみが出題されたということ
ができる。日常性が高いという点においては，現地での体験が，
帰国後のテストにその結果が反映しやすいとの考えも可能であ
ろう。
海外研修出発前の時点において，被験者は聴解力テストにつ

いては 72.6％の正答率に示される理解力または識別力を示し
ており，学習歴を考慮すると比較的高い理解力を示していると
いえる。また，ほとんど 20時間余りの学習歴しか持たない学
生でもある程度の成績を示しているのは，不思議に思える現象
ではあるが，caféや petitのように，外来語として日本語の中
に定着した語も少なからずあることによるものと思われる。さ
らに，英語の語彙の 30％近くは，フランス語もしくはラテン
語起源といわれている以上，その結果，類推によりフランス語
も理解できるケースがあるにしても当然と思われる。

2．帰国後の検査結果

帰国後，間をおかず再度同様のテストを実施した。1回目と
の変化がより明確となるよう同じテスト問題に手を加え，利用
した。一例を挙げると，すでに述べた Est-ce que je peux.....?の
場合，設問は 1回目，「私はこの機械を使ってもよいですか」
であったのを「私はコンサートに行ってもよいですか」へと変
更した。全く同じではないが同質の試験問題により，結果の均
質性を求めた結果である。すなわち，問題は異なるが，そこで
出題されている語彙，文型は前回と全く同じものである。但し，
会話文型 5問のみ新たな出題として新たに加えたが，それもま
た，フランスでの短期滞在の影響を推しはかるためであった。
まず，結果を簡単に紹介しておきたい。

参加者別 1回目・ 2回目テスト正答率比較
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聞き取り 
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正答率 
 

A 44/46 95.7% 10/10 5/5 100% 96.7% 
B 38/46 82.6% 10/10 5/5 100% 86.9% 
C 32/46 69.6% 6/10 5/5 73.3% 70.5% 
D 35/46 76.1% 6/10 4/5 66.7% 73.7% 
E 42/46 91.3% 9/10 5/5 93.3% 91.8% 
F 27/46 58.7% 5/10 5/5 66.7% 60.7% 
G 30/46 65.2% 6/10 4/5 66.7% 65.6% 
H 22/46 47.8% 8/10 5/5 86.7% 57.4%
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4. 出発前に関心があったことで、〈前よりも強く〉関心を持ったこと。 
3. 出発前に関心があったことで、〈前よりもとても強く〉関心を持ったこと。 
2. フランス研修を終えて新たに関心をもったことはなんですか？ 
1. あなたがフランスに持っている関心はどのようなものですか（出発前） 

A ：美術や建築など 
B ：フランス人の日常生活 
C ：ヴィトンやエルメスなどの 
  ブランド商品やファッション 
D ：料理 
E ：音楽や映画、文学など 
F ：フランスの経済状況や 
　 社会状況 
G ：欧州連合の動向 
  （ユーロの導入など） 
H ：フランス語の習得 
I ：フランス人との交流 
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